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その一例が発酵床である。
　　 　発酵床の材料はバーク、オガクズ、米ぬか及び炭で、これらの材料で作った牛床は尿

を吸収すると発酵し暖かくなる。炭は抗菌作用やアンモニアの脱臭のために必要となる。
　　 　発酵床の作り方は、バーク、米ぬか、オガクズ及び炭を混合し、その上に水通しのよ

い麦桿あるいは乾草を多めに入れる。その上に乾草スタックを数本並べて、その間のス
ペースで子牛が安心して寝ることができるようにする。

　　 　発酵が始まると牛床温度が上昇する。温度が上がりすぎたときには、麦桿や乾草のみ
を取り去り、発酵床をかき混ぜ空気を入れて放熱する。一方、発酵が終わり、温度が低
下した場合には、米ぬか及び炭を足してかき混ぜ、その上に新しい乾草を入れる。牛舎
全体を発酵床にすると、子牛が気温に対応した寝心地のよい場所を選べなくなるため、
普段子牛が寒いときに寝ている場所あるいは発酵床を作りたい場所のみに作っておく。

　　 　発酵床を利用する際の注意点として、発酵床は熱を発生するため、発酵と同時に雑菌
が増殖しアンモニアが発生するので、脱臭・抗菌作用のある炭を使用すること、また、
子牛をよく観察し、子牛が寝ている場所を見て適切な換気を行うことが重要である。

　　 　さらに、発酵床を利用する場合は、正常な分娩で生まれ、初乳を十分に飲み、適切な
管理を行った健康な子牛に用いることが前提である。

４．害虫の駆除.................................................................................................................
　 　夏から秋にかけて牛舎でよく見受けられる光景に、牛が尾で自分の体をたたいている姿
がある。これは、自らの尾をハエタタキにしてハエを追い払っているのである。このこと
は、２重の意味で肥育にとってマイナスとなる。
　 　第１は、牛のストレスとなることである。第２は尾を動かすことによるエネルギーのロ
スである。ハエ、蚊、アブ、シラミ等の害虫駆除も飼養管理の大切なポイントとなる。
　１）殺虫剤の散布
　　 　殺虫剤には、有効成分により有機リン系、ピレスロイド系等があるが、使用説明書ど

おりに牛舎、堆肥場等に定期的に散布する。

写真69　 発酵が進まない場合は切
り返して空気を入れて発
酵を促す

写真68　 バーク・オガクズ・米ぬ
か・炭(脱臭)を混ぜる

写真70　乾草スタックを並べる
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